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Abstract: Recently, the overflow of plastic bottle waste has become a significant problem in Japan. Our 
team has concluded that this issue is caused not only by the lack of trash cans in Japan, but also people’s 
lack of a sense of responsibility toward the issue. Therefore, in this study, we developed “Gominin,” a 
device designed to  encourage people to sort plastic bottle waste in an engaging manner. Furthermore, this 
device was installed in our school to observe and identify factors that encourage or discourage its use of the 
device. Through observations of the installed device over a period of two months and interviews with users, 
we identified the following factors: People who are in a rush do not want to use the device, since it is 
slightly time-consuming, and people find it more engaging to crush plastic bottles vertically rather than 
crushing them horizontally.  

 

1. はじめに 
 

　私たちが海外に滞在していた際、街の至るところ
にゴミ箱が設置されており、ごみの処理が非常にス
ムーズに行われていると感じた。一方で、日本に帰
国してみると、公共の場にゴミ箱がほとんど見当た
らず、不便さを強く実感した。ゴミ箱の少なさには
安全面での懸念や、設置および管理にかかるコスト
などの要因があげられる。しかし、ゴミ箱の不足に
よりポイ捨ての増加や、自動販売機横に設置された
リサイクルボックスが家庭ごみで溢れてしまうと
いった問題が生じている。さらに、ポイ捨てされる
ごみの多くは缶やペットボトルごみである。これら
の状況は景観を損なうだけでなく、清掃や処理に多
大な費用を要する。また、ペットボトルは環境負荷
の大きい廃棄物の一つであり、地球環境に対しても
深刻な悪影響を及ぼしている。 

　このような背景には、環境意識の低さや、自販機
横のボックスが飲料容器のリサイクル専用であるこ
とを知らない事実がある。よって、ペットボトルご
みの氾濫問題には設備の不足だけではなく、利用者
の意識や行動様式が深く関与しており、問題の根本
的な解決には人々の意識そのものを変えることが必
要である。 
　以上を踏まえ、本研究では「利用者の意識向上を
促すペットボトル回収ボックス」の開発を目的とす
る。仕掛学を取り入れ、利用者が自らの手で適切な
分別・処理を意識できるような仕組みを組み込むこ
とで、ペットボトルの氾濫を解決すると同時に、環
境に対する意識の変化を促したいと考える。本研究
を通して、利便性の向上にとどまらず、環境保全へ
の貢献と持続可能な社会の実現を目指す。 
 
 



 

2. 先行研究について 
 

　以下の先行研究を踏まえ、本研究では、利用者が
「思わずごみにんを使ってペットボトルを捨てたく
なる」仕掛けを持つ回収箱の開発を目指す。 
 

2.1 ペットボトルのポイ捨ての現状 
　国内におけるポイ捨ての現状として、回収される
ゴミの約44％を缶またはペットボトルといった飲料
容器が占めている（環境省、 2023）。また、滋賀
県（2020）の調査によれば、ポイ捨ての原因として
63％の人が「意識の低さ」を挙げており、物理的な
ゴミ箱の不足以上に、利用者の心理や規範意識が深
く関与していることが考えられる。 
　さらに、ゴミ箱が設置されている場合でも、適切
な分別が行われないという課題がある。全国清涼飲
料連合会（2020）の調査では、52.9％の人がペット
ボトル以外のゴミをペットボトル回収容器に捨てる
と回答しており、その背景として、約4割の利用者
が当該ボックスを「ゴミ箱」ではなく「リサイクル
専用の回収箱」であることを認識していないという
実態がある。 
 

2.2 ペットボトル回収容器ごみにんのデザイ
ン・構造と心理的要因について 
　利用者の意識を変容させ、適切な分別行動を促す
手法について、いくつかの先行研究が存在する。第
一に、視覚的な情報提示の効果である。積水化学工
業が社員食堂で行った実験（宮井ら、 2011）で
は、ゴミ箱を透明化して中身を可視化することで、
ペットボトルへの他ゴミ混入率が18.3％から2.4％に
まで激減した。これは、自身の捨てたものが他者に
見えるという「監視性」や「社会的な視線」が、ポ
イ捨てや誤投棄への心理的抵抗を強めるためだと考
えられる（松井ら、 2018）。第二に、分別の細分
化と利便性の両立である。滋賀県（2020）の調査で
は、投入口がキャップ、ラベル、飲み残し等に細分
化されていれば71.9％が分別すると回答している。
プラスチックゴミに対する意識と行動変容の要因分
析の研究は、プラごみに対する意識と行動には正の
相関があり、「分別を面倒にさせない工夫」を施す
ことが、結果として利用者の意識向上に繋がると指
摘している（濱ら、2023）。 
　また、2020年に株式会社伊藤園が開発を行った
「ペットボトルつぶせるリサイクルBOX」では、利
用者に適切な分別の必要性を自然と理解してもらう

ために、全体をスケルトン構造にし、キャップによ
るアンケートを導入していた（金井ら、2021）。こ
のような構造上、デザイン上の仕掛けを取り入れる
ことで、利用者に飲み残しのない潰したペットボト
ルのみが投入することを自然と促す仕組みを作って
いた。このように、デザインや構造上の工夫を通じ
て利用者の心理に働きかける「仕掛け」は、分別の
促進とリサイクル精度の向上を両立させる上で極め
て有効なアプローチであると考えられる。 
 

2.3 リサイクル資源の価値向上 
　ペットボトル回収箱の運用効率の観点からは、内
容物の圧縮が有効である。ペットボトルゴミをその
場で圧縮する仕組みは、回収箱の容量を増加させ回
収頻度を下げるだけでなく、リサイクル資源として
の輸送効率や価値を高める効果が期待される。 
 

3. ごみにん 
 

　本研究で用いたペットボトル回収箱「ごみにん」
は、「ゴミを自分の手でミニにする」というコンセ
プトのもと、「ゴミ」と「ミニ」を組み合わせて命
名された、利用者が楽しみながら使用できる新しい
ペットボトル回収箱である（図1）。ごみにんは、
ペットボトル潰し機1（図2）、ペットボトル潰し機
2（図3）、ペットボトルキャップ回収容器（図4
）、ラベル回収容器（図5）、ペットボトル回収容
器（図6）の5つの要素から構成されている。本研究
で特に注目した仕掛けの一つが、ペットボトル
キャップを用いた投票機能である。利用者は、二択
の質問に対して、キャップをいずれか一方の回収容
器に投入することで回答することができる。この仕
組みにより、利用者自身の意思表明が可能であると
同時に、他者の回答状況を視覚的に把握することが
できる。 
　また、回収箱全体のデザインは主に透明素材で構
成されており、他者がペットボトルを潰している様
子が可視化される。この可視性により、「他者が潰
しているから自分も潰そう」という行動誘導を促す
ことを意図している。さらに、ペットボトルを潰す
という行為そのものにゲーム性を持たせることで、
単に廃棄する行為にとどまらない楽しさを提供する
狙いがある。加えて、ペットボトルを潰すことで体
積が減少し、回収頻度の低減や回収容器からペット
ボトルが溢れるといった問題の解消にも寄与すると
考えられる。 
 



 

 

図1:ごみにん　　　　　　図2:ペットボトル潰し機1 
 

 
 

 
図4:ペットボトルキャップ回収容器 

図5:ラベル回収容器 
 
 

 
 
 
　　　　　　　　　　図6:ペットボトル回収容器 

4. 仮説 
 

　本研究では、ごみにんが人々の行動に与える影響
を実験によって検証することを目的とし、以下の2
つの仮説を設定した。 
仮説Ⅰ：ごみにんは、再度使用したいと思わせる魅
力を持つペットボトル回収箱である。 
仮説Ⅱ：ごみにんは、既存のペットボトル回収箱よ
りも多くのペットボトルを収容できる。 
 

5. 実験手順 
 

　本実験は、広尾学園高等学校8階エレベーター前
（図7）において実施した。当該場所は、生徒の通
行量が多く、自動販売機および既存のペットボトル
回収箱が設置されていることから、ごみにんを設置
する実験環境として適切であると判断した。実験期
間は10月16日から11月30日までとし、通常授業が
行われる日に毎日16時に、ペットボトルキャップ
数、ペットボトル数、ラベル数を計測した。計測
後、ラベル回収容器にはラベルを2枚投入し、
キャップ回収容器には二択それぞれに5個ずつ
キャップを投入した。 
　これは、他者がすでに利用している状況を演出
し、行動誘導を促すことを目的としたものである。
ペットボトル回収容器については、容器が満杯に
なった時点で中身を回収し、新しい袋を設置した。
また、キャップ投票における二択の質問内容は、以
下の通り期間ごとに変更した。 



 

・10月16日〜10月28日：「男女の友情は成立する
か／しないか」​
・10月29日〜11月14日：「睡眠時間は6時間未満か
／以上か」​
・11月15日〜11月30日：「恋愛では追いたいか／
追われたいか」​
　さらに、ペットボトル潰し機の種類についても変
更を行った。 
・10月16日〜11月5日：ペットボトル潰し機1を設
置​
・11月6日〜11月30日：ペットボトル潰し機2を設
置 
 

 
図7:設置の様子 
 

6. アンケート及びヒアリン 
　グ調査 
 

　11月1日、8階にクラスがある生徒を対象にアン
ケート協力依頼のメールを送付した。対象者280人
のうち、60人から回答を得た。アンケートでは、全
回答者に対して、広尾学園内で過去に発生したペッ
トボトル氾濫事象に対する感情（図8）および、ご
みにんの使用有無（図9）について質問した。 
　さらに、ごみにんを使用した回答者には図10のア
ンケートを、ごみにんの機能を一部のみ使用した回
答者には図11のアンケートに加えて図12のアンケー
トを、ごみにんを使用しなかった回答者には図12の
アンケートをそれぞれ実施した。加えて、12月12日
には男女各4名、計8名を対象にヒアリング調査を
行った。ヒアリング対象者は、ごみにんを実際に使
用した者を主な対象とした。 
 

 
図8: 共通の質問 
 

 

図9: 使用の有無 

 

 

図10: アンケート1 

 



 

 
図11: アンケート2 
 

 

図12: アンケート3 

 

7. 実験結果 
 

　10月16日から11月30日までの実証実験の結果を
表1に示す。第2期間(10月29日から11月14日)では回
収されたペットボトルキャップ数、ラベル数、およ
びボトル本数の全てで最も多い回収数が記録され
た。また、いずれの期間においても、ペットボトル
キャップの回収数が最も多かった。そのほかにも、
実験期間中の観察結果から、既存のペットボトル回
収ボックスが1日で容量の上限に達する一方で、ご
みにんは約3日で容量の上限に達することが明らか
となった。 
 
 
 
 
 

実験期間 お題 
キャップ

数 ラベル数 
ボトル 
本数 

10月16日
-10月28日 

男女の友
情 245 146 134 

10月29日
-11月14日 睡眠時間 313 242 203 

11月15日
-11月30日 追いたい 179 133 153 

表1：全期間のお題と回収数 
 
　図13および図14に、キャップ投票の3つのお題に
対するキャップ回収数を示す。「睡眠時間は6時間
未満か／以上か」というお題に対するキャップ回収
数が最も多かった。一方で、1日あたりの回収数で
比較すると、「男女の友情は成立するか／しない
か」というお題に対するペットボトルキャップ回収
数が最も多いことが確認された。 

 
図13: ペットボトルキャップ数の推移　　図14: 一日あたりの平均投票数 

 
　60人を対象としたアンケート調査の結果を図15、
図16に示す。アンケート回答者60人のうち78.3%が
実験期間中にごみにんを使用したと回答した。さら
に、利用者のうち73.2%が2回以上ごみにんを使用
していた。図17には、利用者がごみにんを使用した
際の楽しさを五段階評価で尋ねた結果を示す。ま
た、この五段階評価の平均値は4.184であった。 
 
 



 

 
図15: アンケート調査結果1 
 

 
図16: アンケート調査結果2 
 

 
図17: アンケート調査結果3 
 
　次に、8人を対象とした対面でのヒアリング調査
を通して得られた意見を内容ごとに分類した結果を
表2に示す。「ごみにんの使用は手間ではない」と
回答した利用者が複数名いた一方で、「時間がない
時には面倒だと感じる」や、「ラベルの分別が手
間」という意見も見られた。また、ヒアリング対象
者8人のうち7人が「ペットボトルを潰す感覚や音が
楽しい」と回答した。さらに、2人が「自宅でも
ペットボトルを潰すようになった」と回答し、環境
意識の変化が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 

質問 内容 該当者数 

ごみにん 
利用時の手間 

面倒ではない 5 

時間がないと面倒 3 

楽しさや 
満足感 

潰すのが楽しい 7 

投票により 
会話が生まれ楽しい 

2 

潰し機の種類 縦の方がいい 4 

横の方がいい 1 

行動・ 
意識変化 

家でも潰すように
なった/習慣になった 

2 

表2: ヒアリング調査の結果 
 

8. 考察 
 

　広尾学園でのごみにんの設置実験において、既存
の回収容器のものを上回る回収率を記録することが
できた。これは、「潰し機」を利用した減容化が成
功したことを示している。ペットボトルは構造上、
縦方向の衝撃に強く設計されているため、効率的に
圧縮するには横方向に力を加える横の潰し機の利用
が好ましい。しかし、利用者へのヒアリングでは
「縦に潰す方が楽しい」「潰す感覚が心地よい」と
いう意見が多く寄せられた。この結果から、単に機
能性を追求するだけでは、必ずしも利用者の自発的
な行動変容を起こせないと考えられる。今後は、横
の潰し機が持つ機能性を維持しつつも、利用者が直
感的に「楽しい」と感じられる仕掛けをいかに設計
に組み込むか、その機能性とエンターテインメント
性のバランスが、持続的な行動変容の鍵になると考
えられる。 
　また、学園内での実証実験を通じて、生徒たちが
仕掛けに反応し、実際に分別・圧縮を行うことが確
認された。しかし、一方で「面倒くささ」が利用を
阻害する要因であることも浮き彫りとなった。今
後、継続的な利用を促すためには、潰し機単体の改
良に留まらず、キャップの回収やラベルを剥がすな
どの他の分別工程においても「思わずやりたくな
る」仕掛けを導入し、分別のプロセス全体を一つの
体験としてデザインする必要がある。 
　今後は、これら個別の仕掛けを独立させるのでは
なく、利用者の手間を最小限に抑え、短時間で楽し
く分別できる「一体化したごみにん」の設計と開発
が不可欠であると考える。 



 

9. おわりに 
9.1 今後の展望 
　今後の課題として、ごみにんをより多くの利用者
に継続的に使用してもらうための要因について、さ
らなる検討を行う必要がある。特に、利用頻度や再
利用意図に影響を与える要素を明らかにすること
で、ごみにんの行動誘導効果を一層高めることが期
待される。 
　また、今後はごみにんが有する本来の機能やコン
セプトを維持しつつ、既存製品の単なる組み合わせ
にとどまらない形で、独自設計による回収箱の試作
を行うことを検討している。実際に試作を行うこと
で、使用感、安全性、視認性、耐久性といった観点
から改良点を検証することが可能になると考えられ
る。さらに、改良したごみにんを再度広尾学園内に
設置し、アンケート調査およびヒアリング調査を実
施することで、本研究で得られた知見の再検証を行
うとともに、設計変更が利用行動に与える影響につ
いて継続的に分析していく予定である。 
 

9.2 まとめ  
　本研究は、学校内で発生していたペットボトル回
収容器の氾濫という課題に対し、単なる設備不足と
してではなく、利用者の意識・行動様式の側面から
解決を試みた点に特徴がある。具体的には、仕掛学
の観点を取り入れたペットボトル回収箱「ごみに
ん」を開発し、広尾学園高等学校内に設置した上
で、回収数の計測、アンケート調査、ならびにヒア
リング調査を通じて、その効果と課題を検証した。
　実証実験の結果、ごみにんは既存の回収容器と比
較して、回収容器が満杯に達するまでの期間が長
く、ペットボトルの減容化によって収容効率を向上
させうることが示された。さらに、アンケートでは
一定割合の生徒がごみにんを利用しており、複数回
利用したまたはその意思を示す回答者も多かったこ
とから、仕掛けとしての「再利用意図」を促す可能
性が確認された。一方で、ヒアリング調査からは、
時間に余裕がない状況では使用が敬遠されること
や、潰し機の操作における「楽しさ」や「快感」が
利用意欲に強く影響することが明らかとなった。特
に、圧縮効率のみを基準にすれば横方向に力を加え
る設計が合理的である一方、利用者は縦方向に潰す
際の音や感覚をより魅力的だと評価しており、機能
性と体験価値の調整が、継続的な行動変容の鍵とな
ることが示唆された。以上より、ごみにんは、分
別・減容化という環境配慮行動を「負担」ではなく
「体験」として再構成し、利用者の自発的行動を引

き出す可能性を持つことが示された。本研究は、環
境問題への対応において、設備の充実だけでなく、
利用者の心理や行動設計を組み込むことの重要性を
示す一例である。今後は展望で述べたように、分別
工程全体の一体化と手間の削減を図りつつ、楽しさ
を損なわない設計改善を進め、再設置・再検証を通
じて、より汎用性の高い知見へと発展させていきた
い。 
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